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研究成果の概要（和文）：本研究では，21世紀型スキルを考慮したICT活用指導力向上プログラムを開発した．
結果，次の成果が得られた．１）大学生のデジタルネイティブの特徴分析を行ったところ，教員養成系の大学生
のリテラシーの課題が明確になり，最先端のICT活用などを直接体験する授業が効果的であることが分かった．
２）「授業リフレクションシステム」を活用して自分や他者の模擬授業を評価したところ，これまで気付かなか
った自分の模擬授業の改善点に気づくことなどが分かった．３）児童にICTを活用させる模擬授業を実践するこ
とで，教師のICT活用のみならず，児童のICT活用に対する指導力についても意識が向上することが明らかになっ
た．

研究成果の概要（英文）：In this research, we developed improvement programs about teaching skills 
using ICT considering teacher training and 21st century skills. As the result of this research, we 
obtained knowledge as follows; 1) Characteristic analysis of the digital native of university 
students showed that the problem of information literacy of university students who belonged to 
teacher training course was clarified, and we found that the lesson which they directly experienced 
advanced ICT utilization was effective. 2) By using "class reflection system" to assess the trial 
lessons of the students, we found that they noticed the improvements of their trial lessons they did
 not notice before. 3) By practicing the trial lessons to make children use ICT, it became clear 
that not only teacher 's ICT utilization but also teaching skills for children' s use of ICT were 
improved.

研究分野：教育工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 教員養成系大学では，教師として着任後，
ICTを活用した授業ができる，ICT活用指導
力のある教員の育成を目指したプログラム
の開発が，早急の課題となっている[1]． 
 教員に求められている ICTスキルは，ICT 
活用指導力のチェックリスト[2]などが作成
されており，指標が明確になっている．これ
らの指標をもとに評価規準を作成し，教員養
成カリキュラムの開発を行うことによって，
ICT活用指導力の向上を目指した授業改善に，
一定の効果が認められた報告が存在する[3]．
しかしながら，全ての評価基準を満たした授
業展開や，大学内の eラーニングシステムな
どの ICT 環境と連携したブレンド型の教育
システムを構築することが課題である． 
 一方，我が国における教育の情報化は「21
世紀にふさわしい学びと学校の創造を目指
して」と掲げ，子どもたちが 21 世紀を生き
抜くために必要不可欠である「情報活用能
力」の育成を目指している[4]．この背景の一
つとして，国際的 ATC21sが提唱する 21世
紀型スキルの獲得が考えられる．しかし，教
員志望の学生は，ICT活用による授業の効果
が十分理解できていないことから，専門家を
交えながら学習指導要領と ICT 活用の背景
を理解させたり，児童生徒に主体的な学びを
促すような最先端の ICT 技術を活用した授
業を体験したりするような教員養成プログ
ラムを展開することによって，学生自身が能
動的に ICT を活用した授業を試みる動機づ
けになると考えられる[5]．上記を実現させる
ためには，大学に既存する授業を遠隔地から
同期・非同期で評価できる授業リフレクショ
ンシステムの導入が考えられる．これらによ
り，上述の課題解決に繋がり，ICT活用指導
力の高い教員の育成が期待できる． 
 
[1]文部科学省（2011）教育の情報化ビジョン
～21 世紀にふさわしい学びと学校の創造
を 目 指 し て ～ http://www.mext.go.jp/ 
b_menu/houdou/23/04/__icsFiles/afieldfil
e/2011/04/28/1305484_01_1.pdf（参照日 
2013年 10月 14日） 

[2] 文部科学省（2007）「教員の ICT 活用指
導力のチェックリスト」 

[3] 石原一彦，200 の評価規準に基づく ICT 
活用指導力の向上を目指した教員養成カ
リキュラムの開発 http://www.shotoku. 
ac.jp/data/facilities/library/publication/e
ducation-kyoiku48_02.pdf（参照日 2013
年 10月 14日） 

[4] 文部科学省「学校教育分野｜教育の情報
化」 http://jouhouka.mext.go.jp/school.ht 
ml（参照日 2013年 10月 14日） 

[5] 北澤武・藤谷哲（2013）理数科教育にお
ける電子黒板を活用した授業実践の動機
づけとなる要因の分析，人と教育（目白大
学教育研究所所報）第７号（Vol.7），2013.3，
pp.54-59. 

２．研究の目的 
 以上の背景を踏まえ，本研究では教員養成
系大学を対象に，大学内の ICT環境と連携し
たブレンド型の教育システムを導入し，学習
指導要領や 21 世紀型スキルを考慮した ICT
活用指導力向上プログラムを開発する．この
評価は，学生の ICTに関する特性に着目しな
がら，ICT活用の理解度や自己効力感の分析，
着任後の ICT 活用状況の分析などの追跡調
査による知見を基にしたデザイン実験アプ
ローチの手法で年度毎に内容を検証し、最終
的に，以下を明らかにする． 
  
(1)学生の ICTに関する特性が ICT活用指導
力とプログラムに与える影響 
  デジタルネイティブである学生の ICT に
関する特性を分析し，ICTを活用した授業の
理解やこれを実施する動機づけとの関連を
調査する．これにより，学生の特性に応じた
プログラムのあり方について明らかにする． 
 
(2)プログラムによる ICT 活用の背景の理解
と ICTを活用した授業実践の動機づけ 
  学習指導要領の ICTに関する内容と 21世
紀型スキルなど，ICT活用の背景を学ぶプロ
グラムを展開し，理解度と ICTを活用した授
業実践の動機づけとの関連を明らかにする． 
 
(3)授業リフレクションシステムを利用した
模擬授業の反復と相互評価，専門家の介入が
ICT活用指導力に与える影響 
  大学の ICT 環境と連携したブレンド型の
教育システムを構築することが課題のため，
大学に既存する授業リフレクションシステ
ムの利用環境が ICT 活用指導力にどのよう
な影響を与えるか明らかにする．また，授業
の相互評価や専門家の介入が ICT 活用指導
力に与える影響についても明らかにする． 
 
(4)ICT 活用指導力の向上を目指した大学教
育プログラムのあり方 
  ICT活用の理解度や自己効力感の分析，着
任後の ICT 活用状況の分析などの追跡調査
による知見を基に，次年度以降のプログラム
の内容を修正するデザイン実験アプローチ
を採用し，効果的なプログラムを追究する． 
 
３．研究の方法 
(1)先行研究の調査 
  本研究の導入として，国内外で実施されて
いる 21 世紀型スキルを背景とした ICT 活用
指導力向上を目指す教員養成プログラムの
先行研究の調査，研究打ち合わせを行う． 
 
(2)デジタルネイティブの特性分析 
  昨今の大学生はデジタルネイティブの世
代であり，スマートフォンによるインターネ
ット，SNS などを生活の中で使いこなしてい
る[7]．このような学生が，ICT 活用の授業に
対してどのような認識があるかについて調



査することは，ICT 活用指導力向上を目指し
たプログラムを検討する上で重要と考えら
れる．そこで，大学生のデジタルネイティブ
の特徴分析を行い，ICT 活用の授業に対する
動機づけなどとの関連を分析する． 
 
(3)21 世紀型スキル獲得を目指した ICT の役
割と学習指導要領におけるICT活用に関する
内容理解，ICT 活用の意義の認識 
  21世紀型スキルを考慮したICT活用指導力
向上プログラムの開発を行う．  
 
(4)最先端の ICT 機器の理解と授業見学 
  ICT 活用の効果を理解させるために，天体
分野に関する知識理解向上を目指した最先
端のICT機器の開発者である研究分担者の森
田・瀬戸崎から，開発に至るまでの理論的背
景や，これを用いた効果などについて説明す
る．附属・公立学校の授業見学を行い，ICT
での指導法も理解させる． 
 
(5) ICT 機器を活用した模擬授業の反復や教
育実習での実践，大学の ICT 環境と連携した
ブレンド型教育 
  ICT 機器の活用による効果を考慮した授業
デザインを大学生に検討させ，この模擬授業
を実施し，教育実習で実践できるようにする．
大学のICT環境と連携したブレンド型の教育
システムの構築を実現するために，連携研究
者の森本の支援で，東京学芸大学に既存する
授業リフレクションシステムを活用する． 
 
(6)事後・追跡調査とデザイン実験アプロー
チによるICT活用指導力向上プログラム内容
の再検討 
  ICT 活用の理解度や自己効力感の分析，着
任後の ICT 活用状況の分析を行う．デザイン
実験アプローチ[8]で得られた知見から平成
27 年度のプログラムを再検討する． 
 
[7]立野貴之ほか（2012）情報処理科目の授
業における電子メールのやりとりに関す
る実践がその後の学生の自発的な電子メ
ールの使用に及ぼす影響，日本教育情報学
会学会誌 28(1), pp.3-10. 
[8]BROWN, A. L. (1992). Design Experiments: 

Theoretical and Methodological Challenges in 
Creating Complex Interventions in Classroom 
Settings. The Journal of the Learning Sciences, 
2(2): 141-178. 
 
４．研究成果 
(1)学生の ICTに関する特性が ICT活用指導
力とプログラムに与える影響 
 教員養成系大学学部生（128 名）と非教員
養成系大学学部生（85 名）を対象に，デジタ
ルネイティブ度に関するアンケート調査を
行った．回答結果について，t 検定で比較分
析した．その結果，「朝起きると最初にする
のは，LINE をチェックすること」，「気に入っ

た情報があるとそのサイトをブックマーク
や画面にメモするほうだ」など 12 項目につ
いて，教員養成系大学学部生の方が非教員養
成系大学学部生よりも有意に低い認識であ
ることが分かった． 
 
(2)プログラムによる ICT 活用の背景の理解
と ICTを活用した授業実践の動機づけ 
 第一に，教員養成系大学の「理科教育法」
を対象に，ICT活用指導力向上を目指したカ
リキュラムを検討した．実際に ICTに触れな
がら ICT の長所や短所について議論させた
後，ICTを活用した小学校理科の模擬授業を
行わせた．教員の ICT活用指導力のチェック
リスト（小学校版）（文部科学省 2007）を用
いて，授業の前後を t検定（対応有り）で比
較した結果，「Ａ 教材研究・指導の準備・評
価などに ICTを活用する能力」の全てと，「授
業中に ICTを活用して指導する能力」の 3項
目に，有意な向上が認められた． 
 第二に，教員の ICT活用指導力のチェック
リスト（小学校版）（文部科学省 2007）の「C 
児童の ICT活用を指導する能力」に関する項
目の向上を目指したカリキュラムを検討し，
教員養成系大学の「理科教育法」を対象に実
践した．具体的には，受講者に，書画カメラ，
デジタル教科書，タブレット端末，インター
ネット上にあるデジタルコンテンツを体験
させた後，教員が ICTを活用する授業場面と
児童に ICT を活用させる授業場面を考えさ
せた後，模擬授業を実施した．本授業の前後
で，上記チェックリストの事前と事後の結果
を t検定（対応有り）で比較した結果，「C 児
童の ICT活用を指導する能力」の全ての項目
において，事後に有意な向上が認められた． 
 第三に，小学校教員の「児童の ICT活用を
指導する能力」を向上させる研修内容を分析
し，提言する事を目的とした．具体的には，
教員免許状更新講習にて現職の小学校教員
18名に対して講習を行い，その事前と事後で
アンケート調査を実施した．その結果，実際
の活用事例を見ることや，教員が児童役とし
て実際にタブレット操作をする活動を通し
て「児童の ICT活用を指導する能力」が向上
することが明らかになった． 
 
(3)授業リフレクションシステムを利用した
模擬授業の反復と相互評価，専門家の介入が
ICT活用指導力に与える影響 
 教員養成系大学の教職科目である情報科
教育法のカリキュラムの位置付けとして，模
擬授業を導入し，対面による模擬授業直後の
相互評価に加えて，「授業リフレクションシ
ステム」を活用しながら，授業時間外に自分
や他者の模擬授業を評価する実践を試みた．
結果，受講者は「授業リフレクションシステ
ム」を介して，これまで気付かなかった自分
の模擬授業の改善点（ICT活用指導力等）に
気付いたり，他者の模擬授業後の相互評価で
は指摘しなかった新たなコメントを投稿し



たりすることが分かった． 
 
(4)ICT 活用指導力の向上を目指した大学教
育プログラムのあり方 
 教職実践演習において，ICTを活用したカ
リキュラムをデザインし，この授業実践によ
って教職実践演習の到達目標の項目に，受講
生がどのような認識を示したかを分析した．
「教科基礎力」と「学習指導力」に関する事
項が低い傾向であったため，受講生が授業の
一場面を動画に作成し，授業リフレクション
システムで相互評価を行うカリキュラムに
した結果，「教科基礎力」と「学習指導力」
に関する項目に有意な向上が認められた． 
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